
坂出市では、坂出緩衝緑地を「坂出駅周辺再整備基本構想」における６つの拠点エリアの１

つとして、豊かな自然環境と長大な空間をいかしながら、多様な世代が集い、交流する市民の

活動拠点を創出する場とする再整備を計画しています。

そこで、市民の皆様と一緒に坂出緩衝緑地のにぎわい創出を目的とした再整備方針を考え

るワークショップを３回開催し、将来ビジョンをとりまとめ、「坂出緩衝緑地再整備基本計画」

に反映していきます。

開催⽇ 開催場所

第１回 令和 ５ 年 2 ⽉ 26 ⽇（⽇） 坂出市役所（⼤会議室）

第２回 3 ⽉ 26 ⽇（⽇） 〃

第３回 4 ⽉ 16 ⽇（⽇） 〃

■ワークショップの開催スケジュール

坂出緩衝緑地の未来を考えるワークショップとは︖

坂 出 緩 衝 緑 地 の
未 来 を 考 え る

ワークショップだより

R5年５月

vol.3

坂出市 政策部 公民連携・ＤＸ推進課

TEL：０８７７-４４-５０８０

〒762-8601 香川県坂出市室町二丁目３-５

問合せ先
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第3回ワークショップを開催しました
令和5年４月１6日（日）、坂出市役所（大会議室）にて第３回ワークショップを行いました。

当日は公募により29名の方にご参加いただき、緩衝緑地再整備に向けた市民目線の意見を

頂きました。

ワークショップでは、『ビジョンのとりまとめ・導入機能を検討してみよう』をテーマに、これ

までの議論をもとに事務局が作成した基本的な考え方（案）や動線計画、空間計画などに対し

て意見を出し合いました。その中で班毎に導入してほしい機能の優先順位を決定しました。

ワークショップでは活発な議論が⾏われました。

各班から「重視するべき導⼊機能」について説明されました。｜全体発表

｜ワークショップ
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各班のご意⾒03
追加意見・留意事項

賛成意見

各班の検討結果をご紹介します。



各班のご意⾒04
追加意見・留意事項

賛成意見



各班のご意⾒05
追加意見・留意事項

賛成意見



各班のご意⾒06
追加意見・留意事項

賛成意見

全グループの意見のまとめ

基本的な考え方・空間配置（案）

動線計画・樹木の基本的な考え方（案）

多くの班から挙げられた代表的なご意見をご紹介します。

 明確なターゲットに対する坂出ら
しい個性あるコンセプトのもと整
備を行ってほしい

 モニュメントを設置してもリピー
ターがやってくるのか疑問

 駐車場整備

 人を呼び込む誘因が必要

 西運河周辺は車通りもあるため
散策路として動線に加えるのは危
険

 運河を活用した動線（水上の移動
など）を検討してほしい

 ウォーカブルにするための工夫や
仕掛けづくりが必要

 樹木の整備は近隣住民の意見を
確認した上で実施する必要がある

緑地全体の導入機能について

 駐車場

 屋内空間

 花壇

 間伐による見通しの向上

 街灯

スポーツアクティブ空間

 バスケットコ―ト

 フットサルコート

 アスレチック

 レンタル公園

 団塊世代向けスポーツの場
（ペタンク、ゲートボール）

⇒殆どの班がB地区（特に西側）へ
の配置を提案していました！

アウトドア空間

 キャンプ場

 BBQ場・オープンキッチン

 ドッグラン

 アスレチック

 菜園

⇒多くの班がB地区（特に運河付近）
への配置を提案していました！

アート・文化空間

賑わい拠点空間

 産直・マルシェ

 飲食店（カフェなど）

 周辺の店舗（ウェリントンなど）
と連携

⇒殆どの班がＣ地区（まろっこパー
ク付近）への配置を提案していま
した！

キッズ空間

 幼児向け遊具

 赤ちゃんの駅

 安全対策（防護柵・ラバー）

 音楽堂の対策（再整備・撤去）

 屋内施設

⇒Ｂ地区・C地区両方へ配置する意
見が出ています

 瀬戸内芸術祭の会場にする

 郷土の彫刻家の作品展示

⇒Ｂ・Ｃ地区両方へ配置する案、緑
地全体へ配置する案がありました



坂出緩衝緑地の課題
第1回ワークショップで議論された内容や現況分析の結果から課題を整理しました。

木々が茂り、街灯も少ないため暗い印象を与えるとともに、防犯面での不安を近隣住民に与えている。

交通量の多いさぬき浜街道に隣接しているため、子どもを遊ばせる上で交通事故の不安がある。

トイレなど緑地内の設備が老朽化している。また、バリアフリーに対応しているトイレが一カ所しかない。

ベンチなどの設備が不足している。

隣接する街区公園の施設（音楽堂）などが老朽化している。

（１） 安全面・防犯面
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暗い印象から利用者も少なく、訪れる目的となるものが不足している。

長大な敷地に対して広場の空間が少なく、活動の自由度にも欠けている。

坂出北ＩＣのフルインター化に伴い、さぬき浜街道の交通量の増加が予想されるが、生い茂った木々に
よって遮られており、立ち寄ってみたいと思わせる魅力を十分に発信できる状況にない。

 ＰＲや情報発信も不足している。

同じような景色の連続で、魅力が不足している。

（２） 魅力・情報発信

隣接する街区公園を含め、駐車場が不足しており、利用しづらい状況にある。

西大浜緑地（Ｂ地区）と東大浜緑地（Ｃ地区）は運河によって分断されており、現状では運河の周りを歩く
か、両景橋を渡る必要があるため、東西の回遊性確保の障壁となっている。

案内サインや誘導サインが不足している。

（３） 交通アクセス

内部の様子 さぬき浜街道に隣接

老朽化したトイレ 隣接する街区公園の音楽堂



坂出緩衝緑地再整備に係る基本的な考え⽅
課題に対して、「坂出駅周辺再整備基本構想」の重点地区としての方向性を目指すための

基本的な考え方を検討しました。
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方針１ いつでも、誰でも安心・安全に利用できる緩衝緑地の再生

樹木の適切な配置による見通しの確保や街灯の設置によって防犯性を高
めるとともに、災害時の活用やインクルーシブデザインの視点も含めた施
設・空間整備を検討する。

子どもを安心して遊ばせることができるような安全対策をおこなう。

良好な維持管理を持続し、心地よく利用できる質の高い空間をつくる。
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方針２ 坂出市の玄関口となる魅力づくり

多様な世代が日常的に集い、交流する市民の活動拠点として、各種ス
ポーツやアート・食・文化、新たな遊び・体験ができる場など市民の居場所
づくりについて検討する。

坂出市の玄関口として持続的に利用者を呼び込む仕掛けづくりと魅力発
信をおこなう。

坂出市ならではの緩衝緑地再生のテーマやコンセプト、ネーミングを設け
ることにより、個性があふれ、来訪者に親しまれる緩衝緑地をめざす。

住宅地に近い中心市街地に位置する豊かな自然環境と長大な緩衝緑地
の特性をいかして、季節感を感じながら過ごすことができる「みどり」の
空間としての魅力を高める。

緩衝緑地全体のにぎわい創出・サービス向上のため、民間事業者の持つ
ノウハウの活用について検討する。併せて、周辺の子育て支援施設や商業
施設等との連携を図りながら緩衝緑地へ人の流れを生み出す。

方針３ つながりを強化する

 自家用車や自転車で安全にアクセスできる駐車場・駐輪場を設けるとともに、
公共交通との連携を強化し、緩衝緑地全体の利便性を高め、新たな利用者を
呼び込む。

 隣接する西運河入船エリアと連携し、坂出駅前エリアとつながる動線（中心
軸）を強化し、坂出市の玄関口としての魅力を高める。

 隣接する街区公園と一体的な整備により、それぞれの回遊性を向上させると
ともにゆとり空間を創出する。

 案内サインや誘導サインによりさぬき浜街道からの視認性を高め、人の流れ
を生み出す。

【課題】 【方向性】 【基本的な考え方】



再整備の⽅策
基本的な考え方の３つの方針を実現するための方策を以下に示します。

方針１ いつでも、誰でも安心・安全に利用できる緩衝緑地の再生

方針２ 坂出市の玄関口となる魅力づくり

方針３ つながりを強化する
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樹木の適切な配置

樹木の適切な配置により、良好な見通しと安全性を確保するとともに、良質なみどり環境を創出する。また、樹木の
再利用を検討する。

ゆとり空間の配置

隣接する街区公園と一体的な整備を行い、各種スポーツやアウトドア活動、健康増進など多様なニーズに対応するゆ
とり空間の配置を検討する。

利用者の来訪目的となる機能の充実

飲食施設などの休憩スペース、年齢に応じた遊具のある子どもの遊び場、落ち着いてアートや文化を楽しむ空間など、
緩衝緑地への来訪目的となるような施設・空間を整備し、にぎわいを創出します。

回遊性の高い散策路の整備

東西（東大浜緑地・西大浜緑地・西運河入船エリア）と南北（坂出緩衝緑地とＪＲ坂出駅）の動線を、歩行環境の改善、案
内サインの設置などにより歩いて移動し、楽しむことが出来るよう整備する。散策路沿いには、回遊の楽しみを演出
するポケット空間となる魅力スポットの配置を検討する。

民間活力の活用検討

多様化する利用者ニーズに応じ、緩衝緑地全体の魅力向上を図るため、民間活力や周辺の地域資源の活用を検討す
る。

坂出らしい個性あるテーマ設定

坂出市を舞台としたアニメや特産品（坂出三金時）、ご当地キャラ、緩衝緑地や西運河入船エリアの歴史的背景などを
活用し、坂出の魅力を発信する場とする。

基本的な機能の強化・再整備

老朽化が進んでいるトイレや手洗い場、街区公園の遊具などは再整備を行うと同時にインクルーシブデザインの視点
も含めた施設・空間整備を検討する。

アクセス性の向上

主にさぬき浜街道から新たな利用者を呼び込むため、駐車場や駐輪場を配置し、循環バスなどの公共交通との連携
を図る。

有事の際の活用

有事の際の避難場所としての活用を視野に入れた検討を行う。



ターゲットと必要な機能の整理

ターゲット

広域（県外・市外）
坂出北ICのフルインター化に伴い、交流人
口の増加が予想されるため、県外、市外の
人々をターゲットとする。

学生・若者
市内にある４つの高校をはじめ、複数の小
中学校があることから、学生・若者をター
ゲットとする。

子ども・子育て世代
中心市街地において、子どもを安心して遊
ばせることができる空間が求められている
ことから、子ども・子育て世代をターゲット
とする。

地域の人々
住宅地に近い中心市街地に位置することか
ら、日常的な利用者である地域の人々を
ターゲットとする。

必要な機能

４つのターゲット層向けに、 “必要な機能”を整理した。

その他にも「坂出市を舞台とするアニメの聖地化」や「新たなネーミングの設定」などの意見が出て
おり、緩衝緑地全体の再整備に係るテーマ設定を行う必要があると考えられる。

※出現頻度が高い単語ほど文字のサイズが大きく表示されます
※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析
（ https://textmining.userlocal.jp/ ）

広域（県外・市外）

アウトドア施設
（BBQ場、ドッグラン）
道の駅
産直マルシェ

学⽣・若者

施設・⾃習室
スポーツ施設
（バスケ、フットサル 等）
カフェ

⼦ども・⼦育て世代

遊具
芝⽣広場
屋内施設
⾚ちゃんの駅

地域（⾼齢者・市⺠）

健康遊具
ウォーキングコース
カフェ
防災施設

緩衝緑地全体
トイレ
（バリアフリー化・防犯・防災）
駐⾞場
アート・モニュメント
PR
イベント

ワークショップに参加された皆様からいただいたターゲットと必要な機能に関する意見を
集約し、整理しました。
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ターゲット設定と緩衝緑地活⽤のイメージ
ワークショップで議論されたターゲットごとの緩衝緑地での活動イメージです。
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賑
わ
い
拠
点

空
間

学生・若者 子ども・子育て世代 地域の人々 広域（市外・県外）

カフェ等の飲食店 産直・マルシェなどの商業機能 イベントの開催拠点とする

ア
ウ
ト
ド
ア

空
間

学生・若者 子ども・子育て世代 地域の人々 広域（市外・県外）

友人・家族と団らん ペットと楽しむ自然と触れ合う空間

キ
ッ
ズ
空
間

学生・若者 子ども・子育て世代 地域の人々（高齢者・市民） 広域（市外・県外）

遊具や広場での遊び 年齢に応じた遊び場の提供 授乳やオムツ替えをする

ア
ー
ト
・文
化

空
間

学生・若者 子ども・子育て世代 地域の人々 広域（市外・県外）

文化活動を行う アート作品の展示

※市HPより

ス
ポ
ー
ツ
・

ア
ク
テ
ィ
ブ
空
間

学生・若者 子ども・子育て世代 地域の人々 広域（市外・県外）

多様な世代のスポーツ・運動 犬の散歩やウォーキング・ジョギング 自由に体を動かす

もりの美術館



ワークショップでのご意⾒に基づく空間配置イメージ
ワークショップでいただいた皆様のご意見をイメージ化しました。このイメージを参考に、今後の具体的な再整備に向けた構想を検討してまいります。
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参加者の感想・コメント13

市からの講評・コメント・今後の予定

市民の皆さまと一緒に坂出緩衝緑地の将来ビジョンを考えるべく、全３回のワークショップを開
催したところ、当初予定していた３０名を大きく上回る４８名の方にご参加いただき、たくさんの
貴重なご意見をお聴きすることができました。

いただいたご意見をもとに、民間事業者と対話を重ね、民間事業者の知恵やノウハウ、資源を活
用し、皆さまとともに描いた将来ビジョンの実現につなげてまいります。また、そこに暮らす人た
ちが自らの地域の姿を考えるまちづくりをめざしてまいりますので、これからの取組に対しても
ご協力いただきますよう、よろしくお願いします。

今後、これまでの検討結果を踏まえ、作成した「坂出緩衝緑地再整備基本計画（案）」について、
パブリックコメントを実施する予定ですので、ぜひご覧いただき、ご意見をお寄せください。

坂出緩衝緑地の未来を考えるワークショップへのご参加、本当にありがとうございました。

14

・子どもの一時預かりがあったため、参加しやすかった。

・子育て世代の意見を聴きたいという本気度が伝わってきた。

・様々な年代、職業の方の意見を聴くことができてよかった。

・普段接することのない年代の人と話をすることができ、良い刺激になった。

・坂出緩衝緑地がどういう場所であってほしいかを考えることにより、これからの坂出市がどう
あってほしいか、どのようなまちであってほしいかを考える機会になった。

・今後もこういった機会があれば参加したい。

・学生の参加者も多く、坂出の未来を考える若い世代がいることに安心した。

・発言することに慣れていない人でも、自分の意見を伝えやすい雰囲気があり話しやすかった。

・それぞれの意見を否定することなく、どんな意見も大切にする様子がとても心地よく、積極的に
参加できる雰囲気がよかった。

・高校生が熱い想いを語る姿が印象的だった。

・これからも緩衝緑地が憩いの場となるよう協力したい。


